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※注意 ①各問の解答は全て解答用紙に記入すること。 

②問題用紙は試験後回収するので，持ち帰らないこと。 

  



 

 

 

 

 

 

 生 物 基 礎 

 

  



Ⅰ．細胞に関する問題である。設問に答えよ。 

 

 細胞の形や大きさは，さまざまである。核のある細胞を真核細胞といい，核をもた

ない細胞を原核細胞という。 

 

 

問 1. 次の表は真核細胞と原核細胞を比較している。各構造体について一般に存在する

ものに(＋)を，存在しないものには(－)を，（ア）～（オ）にあてはまる記号を答えよ。 

 

細胞 真核細胞 
原核細胞 

構造体 動物 植物 

DNA ＋ （ア） ＋ 

細胞膜 （イ） ＋ ＋ 

細胞壁 （ウ） ＋ （エ） 

核 ＋ ＋ － 

葉緑体 － ＋ （オ） 

 

 

問 2. 次の図は細胞や構造体の大きさを示している。図の（カ）～（ク）にあてはまる細胞

や構造体を語群から選んで答えよ。 

   

   

    大腸菌   タマネギの表皮細胞  インフルエンザウィルス 

 

   

      

 

 

 

 

 

                       

10－10 10－9 10－8 10－7 10－6 10－5 10－4 10－3 10－2 10－1  1 (m) 

 1nm   1µm   1mm     

 

 

問 3. 真核細胞は，一般に原核細胞より大きいか，小さいか答えよ。 

 

 

語群 

 

ニワトリの卵黄 
約 25mm 

サケの卵 
約 6mm 

グルコース 
分子 0.6nm 

葉緑体 
約 5μｍ 

水素原子 
0.1nm 

（カ） （キ） （ク） 



二酸化炭素 ・ 水
（CO2） （ H2O ）

二酸化炭素 ・ 水
（CO2） （ H2O ）

有機物 + 酸素
（ O2 ）

有機物 + 酸素
（ O2 ）

熱・光

ア
熱

ア
熱

燃焼

呼吸

ア
熱

有機物
（グルコースなど）

イ

水
（H2O）

二酸化炭素
（CO2）ADP＋リン酸

ア

酸素
（O2）

Ⅱ． 生体内におけるエネルギー変換に関する問題である。設問に答えよ。 

 

 細胞が酸素を用いて有機物を分解してエネルギーを取り出し，二酸化炭素を放出する

しくみを呼吸と呼ぶ。下の図は真核細胞の呼吸のしくみを模式的に示したものである。

グルコースなどの有機物は，酸素を用いて完全に分解される際に水と二酸化炭素を生成

するとともにエネルギーを放出する。生物はこの化学反応により放出されたエネルギー

の多くを ア の合成に使う。真核細胞において，呼吸はおもに イ という細胞小

器官で行われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 1.  ア にあてはまる化合物は何というか。 

 

 

問 2.  イ にあてはまる細胞小器官名を答えよ。 

 

 

問 3. 燃焼は，酸素を用いて有機物を二酸化炭素と水に分解する点では呼吸と同じ現象で 

あるが、異なる点がある。図を参考に説明せよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ⅲ．遧伝情報とタンパク質の合成に関する問題である。次の文章を読み，設問に答えよ。 

 

 生体内のタンパク質は，DNA 中に 4 種類の塩基の郤列として保持されている遧伝情報を

もとに合成される。DNA の遧伝情報は，まず mRNA に写し取られてからタンパク質合成

に利用される。mRNA では，連続した 3 つの塩基の組が 1 つのアミノ郿を指定しており（Ⅰ），

その塩基郤列に従ってアミノ郿を遀ぶ役割を担うのが tRNA である。 

 tRNA は mRNA の 3 つの塩基と相補的な塩基郤列をもち，対応するアミノ郿を結合して

遀ぶ（Ⅱ）。この tRNA は mRNA の連続した 3 つの塩基と相補的に次々と結合し，隣り合う

アミノ郿がつながりタンパク質が合成される。 

 

問 1. DNA および mRNA はどちらもヌクレオチドが多数つながったものだが，それぞれの 

 ヌクレオチドには 2 つ遊いがある。どのような遊いがあるのか説明せよ。 

 

問 2. 下線（Ⅰ）に関しての設問である。 

(1)  mRNA におけるアミノ郿を指定する連続した 3 つの塩基の組のことを何というか。 

(2)  3 つの塩基の組合せは何通りあるか。 

 

問 3. 下線（Ⅱ）に関しての設問である。 

(1)  tRNA における mRNA の 3 つの塩基と相補的な塩基郤列を何というか。 

(2) tRNA が遀んでいるアミノ郿は何種類か答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ⅳ．体内の免疫に関する問題である。次の文章を読み，設問に答えよ。 

 

 体内への病原体の侵入と増殖は病気を引き起こすため，生体には病原体からからだを 

守るしくみが備わっている。このしくみでは，まず物理的防御と化学的防御によって病原体

の侵入を阻止する（Ⅰ）。物理的防御と化学的防御をすり抜けて体内に病原体が侵入してきた 

場合には樹状細胞やマクロファージ，好中球がこれらを細胞内に直接取り込んで排除する（Ⅱ）

自然免疫がはたらく。 

 さらに自然免疫で処理しきれなかった病原体に対しては，抗原情報に基づいて抗体を 

産生する B 細胞や，活性化されたマクロファージ等による排除が行われる遚応免疫（獲得

免疫）（Ⅲ）がはたらく。 

 

問 1. 下線（Ⅰ）について，次の語群から物理的防御と化学的防御に直接関係する単語を 

 3 つずつ遥び出し，答えよ。 

  

 語群 

発熱 粘液 骨髄 抗体 

ディフェンシン 胃郿 血液 リンパ節 

皮膚 炎症 せき リゾチーム 

 

問 2. 下線（Ⅱ）のしくみを何というか。 

 

問 3. 下線（Ⅲ）について，自然免疫と比べ，遚応免疫（獲得免疫）はどのような特徴を 

 もっているか，簡潔に説明しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ⅴ．ホルモンとその働きに関する問題である。次の文章を読み，設問に答えよ。 

 

 ヒトの体において，体内環境が一定に保たれるよう調節している物質の一つにホルモン

がある。ホルモンを分泌する器官や組織は A とよばれる。 A から血中に分泌され

たホルモンは全身を循環し，離れた場所にある特定の細胞にのみ作用する。このような 

細胞を B とよぶ。この特異性は， B には特定のホルモンにのみ結合する C が存

在するためである。 

 

 

問 1. 図を参考に，文章中の A ～ C にあてはまる語句を答えよ。 

 

問 2.  A が下垂体前葉で， B が甲状腺であった場合， A から分泌され， 

  B に作用するホルモンは何か。またその作用について述べよ。 

 

問 3. ホルモンによる体内環境の調節は，自律神経などの神経系による調節とは異なる 

 特徴をもつ。その特徴について，「作用発現までの速さ」と，「作用の持続時間」の

 観点から述べよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



受験番号

生物基礎　　解答用紙　（１）

Ⅰ．

問１.

Ⅰ得点
(ウ)

問２.

問３.

(イ)

(オ)

(カ)

(キ)

(ク)

(ア)

(エ)



イ

受験番号

生物基礎　　解答用紙　（２）

Ⅱ．

ア
Ⅱ得点

問１.

問２.

問３.



問１.

問２.

問３.

(1) (2)

(1) (2)

Ⅲ得点

受験番号

生物基礎　　解答用紙　（３）

Ⅲ．



問１.

問２.

問３.

受験番号

生物基礎　　解答用紙　（４）

Ⅳ．

物理的防御：
Ⅳ得点

化学的防御：



問１. 

問２.

問３.

受験番号

生物基礎　　解答用紙　（５）

Ⅴ．

生物基礎・総得点

C

分泌されるホルモン：

作用：

作用発現までの速さ：

作用の持続時間：

A B
Ⅴ得点



問２

問３

大きい

受験番号

生物基礎　　解答用紙　（１）

Ⅰ．

問１

Ⅰ得点
（－）

タマネギの表皮細胞

(ア) （＋） (イ) （＋） (ウ)

(エ) （＋）

(ク)

(オ) （－）

(カ) インフルエンザウィルス

(キ) 大腸菌



問２

問３

ア ポテケヱデヨ゠

ヹ呼吸は，燃焼に比べて穏やかにウニラガヺを放出する。
ヹ呼吸は，放出されたウニラガヺがATPの合成に使用される。
ヹ燃焼は，化学反応が急激に起こる。
ヹ燃焼は，多量のウニラガヺが熱や光として放出される。　　　など

Ⅱ得点

受験番号

生物基礎　　解答用紙　（２）

Ⅱ．

問１

゠ ATP（゠ヅヌサヱ三ヨヱ酸）



問１.

問２.

問３.

mRNAを構成する塩基はA,U,C,G，DNAはA,T,C,Gである。

(1)　　ケデヱ (2)　64 通り

(1)　　゠ヱタケデヱ (2)　20 種類

mRNAのナキリエタデに含まれる糖はヨペヺシ，DNAはヅエカサ
ヨペヺシである。

Ⅲ得点

受験番号

生物基礎　　解答用紙　（３）

Ⅲ．



問１.

問２.

問３.

食作用

自然免疫に比べて異物に対する特異性が高く，
より強力に働いて異物を排除する。

受験番号

生物基礎　　解答用紙　（４）

Ⅳ．

物理的防御　　せき，粘液，皮膚
Ⅳ得点

化学的防御　　リゾチーム，ディフェンシン，胃酸



問１.

問２.

問３.

受験番号

生物基礎　　解答用紙　（５）

Ⅴ．

生物基礎・総得点

C 受容体

分泌されるホルモン：甲状腺刺激ホルモン

作用：甲状腺からのチロキシンの放出を促逭する

作用発現までの速さ：（血中への分泌から標的細胞に到遉
まで）長い時間がかかる。
作用の持続時間：（血中ホルモン濃度が低下するまで）長
時間持続する。

A 内分泌腺 B 標的細胞
Ⅴ得点



 

 

 

 

 化 学 基 礎 



Ⅰ．混合物の分離に関する問題である。次の設問に答えよ。 

 

問. 以下の（１）～（４）の分離操作の名称として正しいものを選択欄から選び答えよ。 

 

（１）食塩水を加熱して水を蒸発させ，その蒸気を冷却して水を得た。 

（２）沸点の違いを利用して，液体空気から酸素と窒素を分離した。 

（３）塩化ナトリウムと砂の混合物を水に溶かし，ろ紙を使って砂だけを取り除いた。 

（４）ろ紙に水性ペンのインクをつけて下端を水に浸し，インクに含まれる色素を分離

した。 

 

選択欄  ろ過  再結晶  蒸留  分留 

抽出  クロマトグラフィー  昇華法 

 

 

 

  



Ⅱ．成分元素の検出に関する問題である。次の設問に答えよ。 

 

問. 以下の文の( ① )～( ⑤ )にあてはまる語句を答えよ。 

 

物質に含まれる元素は，いろいろな反応を用いて調べることができる。ナトリウム Na

を含む水溶液を白金線につけてガスバーナーの外炎に入れると，炎が（ ① ）色になる。

この現象を（ ② ）という。 

食塩水に硝酸銀水溶液を加えると，（ ③ ）色の沈殿が生じる。この沈殿は（ ④ ）

で，これにより食塩水中に（ ⑤ ）が含まれていることが確認できる。 

 

 

 

  



Ⅲ．イオンからなる物質に関する問題である。次の設問に答えよ。 

 

問 1. 以下の文の( ① )～( ⑤ )にあてはまる語句を選択欄から選び答えよ。 

なお，同じ語句を２回以上用いてもよい。 

 

イオンからなる物質は，粒子間にはたらくイオン結合の結合力が高いため，一般に硬

く，融点が（ ① ）。結晶の状態では電気を（ ② ）が，融解して液体にするとイオン

が動けるようになるので，電気を（ ③ ）。また，水に溶かすと陽イオンと陰イオンが

自由に動けるようになるので，電気を（ ④ ）。このように物質が水溶液中でイオンに

分かれることを（ ⑤ ）という。 

 

選択欄  高い  低い  通す  通さない 

分離  電離 

 

 

 

 

問 2. 以下の（１）～（４）に該当する物質名を選択欄から選び答えよ。 

 

（１）重曹ともよばれ，ベーキングパウダーや発泡入浴剤に使われる。 

（２）食塩の主成分で，生物の生命維持に重要である。 

（３）石灰石や大理石として天然に存在し，チョークやセメントの原料になる。 

（４）道路の凍結防止剤として用いられる。 

 

選択欄  塩化カルシウム 水酸化カルシウム 硫酸カルシウム 

炭酸カルシウム 水酸化ナトリウム 塩化ナトリウム 

炭酸ナトリウム 炭酸水素ナトリウム 硫酸バリウム  

 

 

  



Ⅳ．物質量，質量，溶液濃度及び化学反応に関する問題である。必要ならば次の原子量の表

も参考にして，以下の設問に答えよ。 

 

元素 原子量 

H 1.0 

C 12 

O 16 

Na 23 

Cl 35.5 

Ca 40 

 

問 1. 質量 110 g のドライアイスの物質量は何 mol か答えよ。  

 

問 2. 水 100 g に塩化ナトリウム NaCl を溶かして，質量パーセント濃度 20 %の塩化ナト

リウム水溶液を作りたい。何 g の塩化ナトリウムが必要か答えよ。 

 

問 3. 炭酸カルシウム CaCO3を塩酸 HCl と完全に反応させると，0℃で 1.013×105 Pa の

条件下で 11.2 L の二酸化炭素 CO2が発生した。炭酸カルシウムの質量は何 g だった

か答えよ。 

  

 



Ⅴ．酸と塩基及び中和に関する問題である。次の設問に答えよ。 

 

問1. pH 9 の塩基性水溶液は pH 6 の酸性水溶液の何倍の水素イオン濃度になるか 

答えよ。 

 

問 2. pH 8 から pH 10 の間に変色域がある pH 指示薬の名称を答えよ。 

 

問 3. 濃度不明の水酸化ナトリウムNaOH水溶液10 mLを，0.1 mol/Lのシュウ酸(COOH)2

水溶液で中和滴定したところ，過不足なく中和させるのに 10 mL 必要だった。この

水酸化ナトリウム水溶液で濃度不明の酢酸 CH3COOH 水溶液 10 mL を中和滴定し，

過不足なく中和するのに 6 mL 必要だった場合，酢酸水溶液のモル濃度はいくらにな

るか答えよ。 

 

  



Ⅵ．酸化還元反応に関する問題である。次の設問に答えよ。 

 

問. ダニエル電池について述べた以下の文章の空欄①～⑥に当てはまる語句を選択欄か

ら選んで答えよ。 

 

ダニエル電池は，負極として（ ① ）板を入れた硫酸亜鉛 ZnSO4 水溶液と，正極

として（ ② ）板を入れた硫酸銅(Ⅱ) CuSO4水溶液を，水溶液が混ざらないように

（ ③ ）などの半透膜で仕切った構造をしている。（ ① ）は（ ② ）よりもイ

オン化傾向が（ ④ ）ため，負極に（ ⑤ ）を残して陽イオンになり，水溶液に溶

け出す。一方，正極では水溶液中の（ ② ）イオンが（ ⑤ ）を受け取って  

（ ② ）となり，電極に（ ⑥ ）する。 

 

       選択欄 

    

 

 

 

 

 

銅 銀 亜鉛 鉛 溶解 析出 ガラス板 素焼き板  

 大きい 小さい 陽子 電子 中性子 

 



化学基礎　　解答用紙　（１）

Ⅰ．

問.

受験番号

（1） （2）

（3） （4）

Ⅰ得点



化学基礎　　解答用紙　（２）

Ⅱ.

問.

③

① ②

④

受験番号

⑤

Ⅱ得点



化学基礎　　解答用紙　（３）

Ⅲ.

問1.

（1）

（3）

③

②

④

⑤

Ⅲ得点

（2）

（4）

①

受験番号

問2.



化学基礎　　解答用紙　（４）

Ⅳ．

問1.

問2.

問3.

Ⅳ得点

受験番号



化学基礎　　解答用紙　（５）

Ⅴ.

問1.

問2．

問3.

Ⅴ得点

受験番号



化学基礎　　解答用紙　（６）

Ⅵ.

問.

化学基礎総得点

⑤ ⑥

受験番号

① ②

Ⅵ得点

③ ④



化学基礎　　解答用紙　（１）

Ⅰ．

問.

蒸留 分留

ろ過 クロマトグラフィー

Ⅰ得点

受験番号

（1） （2）

（3） （4）



化学基礎　　解答用紙　（２）

Ⅱ.

問.

黄 炎色反応

白 塩化銀

塩化物イオンCl- （塩素Cl）⑤

Ⅱ得点

受験番号

③

① ②

④



化学基礎　　解答用紙　（３）

Ⅲ.

問1.

高い 通さない

通す 通す

電離

炭酸水素ナトリウム 塩化ナトリウム

炭酸カルシウム 塩化カルシウム

②

④

⑤

（2）

Ⅲ得点

①

受験番号

問2.

（1）

（3）

③

（4）



化学基礎　　解答用紙　（４）

Ⅳ．

問1.

2.5mol

問2.

25g

問3.

50g

受験番号

Ⅳ得点



化学基礎　　解答用紙　（５）

Ⅴ.

問1.

0.001倍

問2．

フェノールフタレイン

問3.

0.12mol/L

Ⅴ得点

受験番号



化学基礎　　解答用紙　（６）

Ⅵ.

問.

亜鉛 銅

素焼き板 大きい

電子 析出

化学基礎総得点

Ⅵ得点

③ ④

⑤ ⑥

受験番号

① ②


